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資料室

はじめに

標題の(17)からはじまったわが国をはじめ世界各

国の文献抄録事業の紹介も四回目と祖るカミ今回はその

最後としてフランスのこの分野の詳細について紹介す

ることとする.

フランスの文献抄録事業は国の科学研究開発事業の

重要な部門としてCNRS(CentreNationa1de1a

Reche工｡heScienti丘que)の資料センタｰ(Cent工ede

Docu㎜entationduCNRS)が中心となつて各分野の

研究機関の資料部門と協力してほとんど完壁ともいえ

る体制のもと詳細祖抄録誌を出版しているのであるが

そのカの入れようは注目に値する.したがってここで

はフランスの科学研究開発事業の概要から論を進めて

ゆくこととする.

フランスの科学研究開発事業の概要

1975年の資料によればフランスのすべての自然科学

系研究機関に勤務する総人員は24万名でこのうち研究

者は8.5万名である.その内訳は大学3.5万名公的

研究機関2万名民間研究機関3万名と柱っている.

公的研究機関の研究開発事業の内容分布をみると全

領域の基礎研究42%産業開発13%エネルギｰ18%

保健衛生･農学･環境科学処17%宇宙科学10%となっ

ていて基礎研究を重視する伝統的な傾向をうかがい知

ることが出来る.

公的研究機関は農務省産業研究省環境省保健

衛生省柱との各省に所属することはわが国と変らたい

が大学担当庁というあまり聞き粧れないがわれわれ

にとっては重要恋関係のあるのがある.CNRSはこ

の大学担当庁に所属し一般に国立科学研究所(あるい

は研究院)と訳される.これは1939年に各分野の基

礎研究部門を担当しフランスの自然科学的ポテンシャ

ルのエピセンタｰとして文部省に所属して誕生したの

である･その後1974年に現在のディスカｰル･ディ

スタン大統領が選出されてその時の機構改革によって

文部省が従来の文部省と大学担当庁の2つに分けられ

たのであるがCNRSはこの大学担当庁の管下に所属す

ることになって現在にいたっている.CNRSには多く

の研究所が所属するが(写真1)その他研究グルｰプあ

るいは研究チｰムとして活動しているものも多くある.

CNRSに所属する全研究所に勤務する総員は1.9万名で

うち研究者は6,900名である.また現在CNRSに所属

する研究所は131で研究グルｰプおよび研究チｰムは

167の多きにおよんでいる.これらのなかで地学関係

のものを2～3あげると研究所ではジュトラｰスフｰ

ル(Strasbourg)の表層堆積学地球化学センタｰ(Centre

deSるdimento1ogieetGる｡chimiede1風Surface)やカ

ルシｰ(Garchy)の地球物理学研究センタｰ(Cent工e

deReche工｡hesGる｡pbysiques)などがあり研究グル

ｰプではフランス粘土グルｰプ(GroupeFrangaisdes

Argi1es)などがある.またこれからのべる資料センタ

写真1CNRSのMoulis洞窟研究所�
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一もCRNSの資料･出版･広報部門として極めて重

要な役割りを果している.

フランスの文献抄録事業

CNRSの資料センタｰが各分野の研究機関の資料部

門と協力して世界各国の文献を抄録して月刊誌として

発行していることはすでにのべた.1972年にはこの

関連分野はつぎの16分野となって現在にいたっている

が今後さらに多くの分野に拡大されてゆくものと考え

られる.

エレクト回ニクス

鉱物学地球化学･宇宙地質学

鉱床学鉱業経済

火成岩

堆積岩海洋地質学

層位学地域地質学･一般地質学

構造地質学

水理学･土木地質学･表層地質学

古生物学

人間工学･医学情報

眼科学

耳鼻咽喉科学

皮膚科学

麻酔学･蘇生学･ショック学

脊椎動物生理学･ビタミン学

溶接工学･同付帯技術

ここで注目すべきことは以上の16項目のうち実に

半数の8項目が地学関係で以下医学関係6項目工学

関係2項目となっている.

であるがBRGMについては地質ニュｰスたどです

でに多くの機会にのべられているのでここではその歴

史的変遷などについてのみ簡単にふれるにとどめる.

フランスの地質調査事業はすでに永年の歴史がある

が近代的な体制が整ったのは1942年BRGG(Bureau

deRecherchesG601ogiquesetG6ophysiques)として

である.ついで1953年にはBRGGM(Bureaude

RecherchesGる｡1ogiquesGる｡physiquesetMiniさエes)

と放りエネルギｰ資源および放射性物質を除く鉱山

の研究開発も行なうように狂った.さらに1959年11月

1目から現在のBRGM(BuエeaudeRecherches

G601ogiquesetMiniさres)と狂ったが1967年12月

22目には地質図幅事業を担当していた地質図幅調査所

(ServicedeCarteG601ogique)を吸収合併した.こ

れを機に機構改革を行なって従来の科学局(Direc-

tionScienti丘que)をDSGL(DirectionduService

Gる｡1ogiqueetdesLaboratoi工es)とした.これがさら

に現在の国立地質調査局DSGN(DirectionduSe･vice

Gる｡1ogiqueNationa1)と荏ったのである.この間庁

舎や研究設備の近代化･総合化をはかってパリの南部

Or16ans-La-Sou･ceの3ヘクタｰルの敷地に新天地を

求めたのであるが建設工事は!964年10月着手1969年

末完成し一部をパリの旧庁舎に残して大半が移転し

た.かくしてBRGMはその永年の歴史に大き祖エ

ポックを画すべき新装なった新庁舎で再び活力にあふ

れた活動を開始したのであるがその中のDSGNには

総員679名の職員がフランスの斯学の発展のため日夜

努力を重ねているのである(写真2).

BRGMの資料業務

まずはじめにBRGMについてのべねぱならない所

BRGMの資料部門はDSGNの一つの部として資

料部長L.DELBOs氏以下42名の職員カミ勤務しているカミ

写真2BRGM(Or16an-La-So皿｡e)の研究本館

写真3BRGM(Or16an-La-Source)の通用門と資料部の全景�
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抄録誌No.224,Cahier

Eの表紙

合目のよう抵機能的なスタイノレになったのは1968年1

月からといわれる(写真3).資料部はフランスおよ

び外国の研究者の研究成果や研究業績をBRGMの研

究者に知らせるためすべての必要な資料を可能な限り

完全に整備することを目的としている.この業務は

BRGMにとって極めて重要でありまた必要である大

き租作業であるが資料部はこれによって地球科学の国

内的および国際的資料センタｰたることを目標としてい

る.業務内容は大別すればっぎの3つといえる.

す祖わち内外の地学関係の資料の収集･整理･索引カｰ

ドの完備および翻訳(6ケ国語)地質関係図幅･個別

研究論文･定期刊行物などの出版および配布CNRSと

の協同の地学関係文献抄録誌の出版などである.しか

しやはり何といってもBRGMの研究者の研究成果を

関係出版物としてフランスおよび世界各国の関係研究

機関に配布してBRGMの研究成果をあげることが重

要た柱となっているようである.

地学関係文献抄録誌

以上にフランスの科学研究開発のあり方と現状さら

にその中での地学関係の状況荏どについての概要をのべ

た.したがってフランスの地学関係の文献抄録事業の

背景およびアウトラインといったものは大体側了解い

ただけたことと思う.これからその内容の詳細にわた

ってのべることとする.

文献抄録誌の題名

No･224の抄録誌を例にその表紙を写真4に示した

が題名はBu11etinSigna1るtiqueでサブタイトルと

して一Bib11ogrαphiedesSciencesde1aTerre一地球科

学編となっている.

表紙の上部には編集･発行機関を明示してあるが

その順序は発行元のCNRS編集協力機関のBRGMの

順となっている｡題名の下にはNo.と抄録内容の専

門別およびCahierのA～H別がありこの場合はE

である･なおCahie工は英語のNoteに当る.最後

に発行の年と巻号が記されているが号は月刊であるた

めその発行月を表わしている.

抄録誌の大きさは縦29.5×横21cmである.

分類区分と販価

抄録誌のNo･とCahierA～H州とその分類区分に

ついてのべる.すでに8項目の分類についてはのべた

がこれがそのままNo｡とCahierA～H州となって

いる訳である.したがってこれらを整理して記すとつ

ぎのようになる.
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写真5

抄録誌No.222,C鉦bierCの
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分類区分

鉱物学･地球化学･宇宙地質学

鉱床学･鉱業経済

火成岩

堆積岩･海洋地質学

層位学･地域地質学･一般地質学

構造地質学

水理学･土木地質学･表層地質学

古生物学

販価(F/年)

�　

�　

�　

�　

�　

�　

�　

�　

販売方法としては月刊誌であるが年決めと狂ってお

り販価も抄録誌の厚さによって120～160フランと幾分

の差があるが平均して140フラン(約8,100円)程度と

たっている.したがって全8冊では約6.5万円となる.

参考事項

本誌の場合は抄録資料の分析検討についてフラン

スおよび世界各国の関係機関の協力を得て行なっている

ので表紙の裏にその国別協力機関名を明記している.

その総計は41でうちフランス36(フランス地質学会一

Sociるt6gる｡1ogiquedeFrance一也)アメリカ･酉ド

イツ･イタリア･スペイン･ポｰランド各1(機関名は

省略する)でわが国は入っていない.

また抄録誌の担当機関の住所などのほか編集責任

者名編集事務局員名CNRSの製作･配布責任者名

BRGMの関係者名たどを明記して責任の所在を明ら

かにしている.

さらにこの抄録誌の使用上の注意事項として索引の

方法や文献のイニシアル･ナンバｰの説明など詳細に記

してありまたその他の資料サｰビスとして2～3の事

項にもふれてあるがこれらについては省略する.

抄録論文数

これは抄録誌のNo.によってかなりの相違がある.

すなわち分類項目の多いNo.220などは真数も250

頁程度と多くなるがNo.225のように分類項目が単

一である場合は!00頁前後である.したがって掲載論

文数もNo.220では鉱物学約460地球化学約650

アイソトｰプ･クロノロジィｰ約420宇宙化学約650･

宇宙地質学約150総計約1,680であるがNo.225の構

造地質学では約800である.その他のNo.の各々の論

文数は省略するがこれらを平均的にみれば地学関係

の抄録誌8冊の1ケ月の抄録論文の総数は約1方とみ

て差支えあるまい.

狂お抄録論文は索引分類ナンバｰ著者名所属機

関名国名標題原著語名と標準的には3行30語程

度の仏文アブストラクトをつけて掲載されている.し

かしなかには10行以上にわたってかなり詳細なアブス

トラクトをつけている場合があるがこれはとくに関心

が高い場合に限られるようである.

編集方法

抄録誌の内容を示す目次はNo.222,CahierC火成

岩を例に写真5に示した.これによってその内容

は大体知ることが出来よう.

すなわちまず最初に人名別(Indexdes泓uteurs)

アルファベット順による小項目別(Indexpemutる)地

域別(Indexgる｡graphique)の三大別になっている.

アノレファベット順による小項目別とは例えば花陶岩

(Granite)とかダイク(Dy良e)とかの意である.つい

で中分類区分別(現世火山学など)の索引リスト(List

desrるf6rences)が記されている.この場合は火成岩

のみの単一項目であるため囚のみであるが項目が複

数になれば､固回となる訳である.巻末には定期

ニュｰスオリジナル記録受入れ著作などが必要に

応じて記載されている.

したがってこの抄録誌は個人名別項目別あるいは

地域別のいづれかでその論文の整理番号を見出して

その番号を索引リストから探し出すという方法で利用す

る訳である.

なお本抄録誌はフランスをはじめ5ケ国･総計41の

関係機関の協力を得て抄録を行なっていることはすでに

のべたカミ世界中のあらゆる地学関係の資料を網羅して

いることは言をまたない.わが国の関係学会誌機関

誌に発表された論文も適切な仏文アブストラクトをつ

けて丹念に抄録されているがその熱意と努力は敬服

に値する.

おわりに

以上にフランスの標題に関しとくに地学関係の文献

抄録事業の概要についてのべた.

わカミ国の場合この種の事業は従来より行狂われては

いたが昨年4月よりようやく本格的な歩みを開始し

国内外の約1,300種の出版物について編集し月刊の地

学文献速報が地学文献センタｰより出版されるようにな

った.この出版はわが国のこの種の事業の発展にとっ

て大きな意義があることと思われる.

地学文献センタｰ⑭(0423)62-5050

(本稿を草するにあたり在目フラ1■ス大使館から多くの資料

および写真の提供をうけた.またBRGMの出版物からも

写真その他を引用したここに記して感謝の意を表する次第

である)�


